
新年度いよいよ始まる！！４８名の新入生が入学！！

離任式・新任式・始業式 ４月 8 日(火)
この３月で退職・離任された先生からそれぞれご挨拶をいただきました。

始業式では中前校長から「定時制の卒業生は、実業界で活躍されている

方が多い。諸君も先輩を見倣って学業と仕事を両立させ頑張ってほしい。」

とのお話しがあり、教務・生指から新年度の心掛けが伝えられました。

さらに、進路から「卒業」は資格であって目標ではない。卒業後の就職・

進学が目標で、「企業は協調性・基本的生活習慣・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力等を求め

ている。」、それらを培うために授業を大切にし、働くことの大切さを考

えようと話しがありました。

退職・転出された先生方は次のとおりです。ありがとうございました。

小山宣樹（退職:校長）西川裕之（退職:教頭）小林真理（退職:英語）

藤田充喜（転出:紀北工業高校 工業）阪中 潤（転出:県教委 工業）

新しく赴任された先生方は次のとおりです。よろしくお願いします。

中前耕一（校長:紀北工業高校）宇田好孝（教頭:粉川高校定時制）

上田賢司（英語:県教委） 山中一浩（工業:和工全日制）

上野山幸司（工業:和歌山高校）

入学式 ４月９日(水)
本科生４７名（新入４１編転入６）・専科生１名を迎えて入学式があり

ました。中前校長から「将来へ向けての夢や志を道しるべとして、自分の

個性を発揮して欲しい。また、自覚ある生活をして、健康で安全な学校生

活を送って欲しい。」と激励の式辞があり、岡本育友会長からも励ましの

祝辞をいただきました。

新入生を代表して坂口祐貴君が、「一人ひとりの目標は違いますが、専

門的な知識と技術を身に付け、社会人としての資質を養い精一杯がんばり

ます。」と力強く宣誓しました。

対面式・身体測定等忙しい毎日が始まる・・・
新入生は緊張気味ですが、いよいよ学校生活が始まり、行事が次から次

へとつづきます。オリエンテーションに始まり、身体測定や内科検診、心

電図検査、胸部レントゲン撮影等の毎日です。すでに仕事についている新

入生は少ないですが、今の時代就職するのもなかなか大変です。

定時制高校の生活では、できるかぎり仕事の就くことを勧めています。

仕事をすることは世の中に責任を持ち、大人になるための第一歩です。

定時制の生活をリズムのあるものにして欲しいと願っています。新入生を応援しています！！

５月行事予定
1(木) 眼科検診

14(木) 非行防止教室

16(金) 中間考査発表

19(月) 心電図再検査

21(水) 球技大会

22(木) 歯科検診

23(金)～28(水)

１学期中間考査

29(木) 内科検診

和歌山工業高校定時制

平成 26 年 4 月号

入学式

和歌山工業高校定時制

はどんな学校？
県下唯一の定時制工業高校

で、機械電気科と建築科の 2

科があり、普通科高校では経

験できないような多くの実習

授業があります。 実務代替

（就業実績）や資格取得（危

険物取扱者やフォークリフト

運転等）による単位取得、専

門科目だけを受講する専科制

度もある特徴的な学校です。

15歳から還暦をこえた方まで

が机を並べて学んでおり、そ

れぞれがさまざまな目標を持

って毎日頑張っています。
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平成２６年５月号 和歌山工業高校定時制

５月１４日（木）、全学年生徒を対象に県警本部生

活安全部少年課の前田和也係長と阪本 優 氏を講師
まさる

にお迎えし非行防止教室を開催しました。

阪本氏は、学校での人権侵害（いじめや暴力など）

には警察が関わることもある。恐喝・暴行傷害等の身

近な犯罪の被害者・加害者にならないためには日頃の

行動が大切であるということを強調されていました。

５月２１日（木）、体育館で前期球技大会

が開催されました。生徒たちは、普段扱い

なれない柔らかいソフトバレーボールを思

いのほか上手に操り、ラリーが続きました。

上位入賞チームには生徒会から図書券な

どの景品がでることもあり、熱戦が繰り広

げられました。結果は、１年生のチームが

上級生のチームを抑えて優勝しました。こ

の大会の良いところは、学年やクラスの枠

を超えて交流できるところであり、日頃の

表情とは違う一面を生徒たちは見せてくれま

した。

６月行事予定

６日（金）育友会総会･懇談会

８日（日）危険物取扱者試験・全国定通

体育大会和歌山県大会

１２日（木）講演会

２０日（金）計算技術検定・生徒総会

２３日（月）教育振興会総会

２５日（水）期末考査時間割発表
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平成２６年６月号 和歌山工業高校定時制

６月８日（日）、第１６回全国高等学校定時制通信
制バドミントン大会和歌山県予選が本校体育館で開
催されました。熱戦の結果、西谷 諒君（３年建築
科）・寺下敦紘君（３年機械電気科）・中土井晃紀君
（２年建築科）の３名が夏休み中に行われる全国大
会への出場をはたしました。

６月１２日（木）、新宮高等学校出身、前阪神タイ
ガース投手コーチでプロ野球解説者の藪 恵一氏を講
師にお迎えして、「野球と私」というテーマで講演い
ただきました。

藪氏は、高校野球の思い出、社会人野球からドラフ
ト１位指名されて阪神タイガースへ入団した経緯やメ
ジャーリーグ時代の苦労等々を話してくれ、生徒たち
は興味深く聞き入っていました。その後、生徒たちは
体育館へ移動し、サンフランシスコ・ジャイアンツの
ユニホームを着た藪氏とキャッチホールを行い、一生
忘れることのない思い出となりました。

育友会総会・個人懇談会
７・８月行事予定 ６月６日（金）、育友会総会

7月 が本校集会室で開催されまし
2日(水)～8日(火) た。育友会は、生徒の学校生活

1学期末考査 を支える保護者の皆様と教職員
9日(水)ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ開講式 からなる集まりです。今年の総

答案返却等(～10日) 会には、多くの保護者の方に出
9日(水)～11日(金) 席していただき、議案が承認されました。総会終了後、

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ事前指導 個人懇談が行われました。
18日(金) 終業式

18日(金)～23日(火) 教育振興会総会
個人懇談会 ６月２３日（月）、教育振興会総会が「アバローム紀

の国」で開催されました。
8月 教育振興会は、本校定時制の教育を財政面から支えて
6日(水) 3・4年生登校日 いただく企業や個人の方々の集まりです。尾高会長を中
20日(水) 1・2年生登校日 心に多くの企業・個人の皆様の支えがあります。今後と

もご支援・ご協力をお願いいたします。
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平成２６年７・８月号 和歌山工業高校定時制

７月１８日（金）、１学期終業式が行われ
ました。終業式に先立って、第１６回全国
高等学校定時制通信制バドミントン大会和
歌山県予選で入賞した西谷 諒君（３年建築科）、寺下敦紘君（３年機械電気科）、中土
井晃紀君（２年建築科）、北口広樹君（１年 D 組）がそれぞれ表彰されました。

終業式では、中前校長先生から「生徒諸君の学校生活を見てきて、学業と仕事を両立し
ていることに頭が下がる思いである。２学期にはより一層仕事や学業に頑張って進級・卒
業を目指してほしい。また、夏休みには是非ともリフレッシュするとともに、有意義な時
間を過ごしてもらいたい。」とのお話がありました。９月１日（月）の２学期始業式には、
全員元気に登校してほしいものです。

８月１８日（月）～８月２０日（水）に神奈川県小田原市で開催された“第１６回全国
高等学校定時制通信制バドミントン大会”に本校の西谷 諒君（３年建築科）、寺下敦絋
君（３年機械電気科）、中土井晃紀君（２年建築科）の３名が出場しました。

試合の結果は、残念ながら個人戦・団体戦とも１回戦で惜敗しましたが、全国の高いレ
ベルを痛感することができ貴重な体験となりました。

９ 月 行 事 予 定
１日(月) 21日(日)

２学期始業式 県定通総体（陸上・紀三井寺）
13日(土)～14日(日) 24日(水)

県定通総体 交通講話
（卓球:きのくに青雲） 26日(金)
（バドミントン：和工） 遠足
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平成２６年９月号 和歌山工業高校定時制

９月１日（月）、２学期の始業式が行われま
した。中前校長先生から「かつてオリンピッ
クの短距離１００メートル走で１人の選手が
１０秒の壁を破ると、１０秒の壁を破る選手
が次々と現れたことを例にして、自分自身で
無意識に限界を作ってしまっていないか。２
学期には自分で限界を作らず、目先の誘惑に
惑わされることなく、進級や就職等の目標を
定めて、諸君の潜在的な能力を発揮してほし
い。」とのお話がありました。

９月１４日（日）、県定通高校総
体バドミントンの部が本校体育館で
開催されました。

男子シングルスでは、本校の選手
は残念ながら優勝することはできま
せんでしたが、男子団体戦では、日
頃の練習の成果を発揮して、見事優
勝し、１１月２日（日）に奈良県で
開催される近畿定通総合体育大会へ
の出場を決めました。

９月２４日（水）、和歌山西警察署交通課の藤田
英司巡査部長と仲垣内友紀巡査部長を講師にお迎
えして、交通安全講習会が開催されましした。

自転車のルール違反に対する取り締まりが強化
され、携帯電話等を使用しての乗車やヘッドホン
等を使用しての乗車は５万円以下の罰金となった
ことや、高校生が歩行者に衝突転倒させて歩行困
難となる後遺障害を負わせて、裁判で５０００万
の損害賠償金の支払いが命じられたケースについ
て解説していただきました。生徒の皆さん、交通
ルールを守って安全に通学してくださいね！

１０ 月 の 主 な 行 事 予 定
３日(金) 高校生防災スクール 24日(金) 和海ブロック学習交流会

（セミナーハウス未来塾）
４日(土) 県生活体験発表大会 25日(土) 創立１００周年記念式典

（耐久高校） （県民文化会館）
７日(火) 中間考査時間割発表 27日(月) 振替休日

14日(火)～17日（金）中間考査
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平成２６年１０月号 和歌山工業高校定時制

１０月３日（金）、和歌山市中消防署南分
署の救急救命士の辻さん・大坪さん・松本
さん・納谷さんの４名を講師にお迎えして、
高校生防災スクールを実施しました。

生徒たちは、４グループに分かれて２名
ずつで心肺蘇生法と AED の講習を受け、人
の生命を救うことの重要さを感じ、全員真
剣に取り組んでいました。

１０月４日（土）、第６５回和歌
山県高等学校定時制通信制生活体験
発表大会が県立耐久高等学校で開催
されました。

本校から３年建築科の西谷 諒君
が出場しました。西谷君は、「全国
大会に出場して」と題して、今年の
８月に神奈川県で開催されたバドミ
ントンの全国大会のことについて、
元気よく制限時間内で発表し、優秀
賞を受賞しました。

１０月２５日（土）、本校創立１００周年行事が和歌山県民文化会館大ホールにおいて
盛大に開催されました。記念式典では、島 正博実行委員長・佐谷 勉同窓会長・次良丸
恭子育友会長の挨拶、中前耕一校長式辞の後、県知事様・県議会議長様・県教育委員会教
育長様等来賓の方々から祝辞を頂戴しました。記念講演として、本校出身のオリンピック
・メダリストの湯元健一氏・湯元進一氏から高校時代の思い出についてお話しいただきま
した。記念演奏では、和歌山ジャズオーケストラによる華麗なジャズナンバーが披露され
ました。生徒にとって、１００年という学校の歴史の重さを感じた１日となりました。

１１ 月 の 主 な 行 事 予 定
４日(火) 学校開放週間 13日(木) 和定連宿泊研修

～10日（月） ～14日（金） （和歌山市）
５日(水) 中学生体験学習 21日(金) 校内球技大会
８日(土) 和定通研作品展示会 （卓球・バドミントン）

～９日（日） （県民文化会館） 28日(金) 期末考査時間割発表
12日(水) 薬物乱用防止教室 後期生徒総会
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平成２６年１１月号 和歌山工業高校定時制

１１月２日（日）、奈良県田原本町で開催された
近畿高等学校定時制通信制体育大会（バドミント
ン競技）に本校の西谷 諒君（３年建築科）、寺下
敦絋君（３年機械電気科）、中土井晃紀君（２年建
築科）、北口広樹君（１年D組）の４名が和歌山県
代表として団体戦に出場しました。

１回戦で奈良県体表の奈良県立奈良朱雀高等学
校と対戦しましたが、残念ながら惜敗しました。

１１月１２日（水）、和歌山西警察署生活安全課の里 州功係長を講師にお迎えし、「薬
物乱用防止講話」を開催しました。普通の OL 女性が、友人から勧められた覚醒剤に手を
出し、覚醒剤中毒となり勤めていた会社を辞め、覚醒剤による幻覚から住んでいたマンシ
ョンから飛び降りて死んでしまうという DVD『TRAP ～危険な罠～』を鑑賞しました。

その後、里係長は、この DVD を例にして、覚醒剤・危険ドラッグ・シンナー等の薬物
の誘惑は身近にあり、最初は無料で勧められる場合が多く、吸引したり体内に入れるとや
がて中毒となり、最後には高額な金額を支払ってでも手に入れようとし、悲惨な結末が待
っている。絶対に手を出してはいけないということを繰り返し強調されていました。

１１月２１日（金）、校内球技大
会が開催されました。生徒は卓球
とバドミントンのどちらかにエン
トリーしてトーナメント方式で熱
戦がくりひろげられました。

この大会の良さは、学年や学科
・クラスを超えて対戦・交流するところにあり、生徒は日頃の表情とは違う一面を見せて
くれます。結果は、卓球では、羽田君（２年機電科）が優勝、坂井君（２年建築科）が準
優勝、友原君（１年D組）が第３位でした。バドミントンでは、西谷君（３年建築科）が
優勝、北口君（１年D組）が準優勝、中土井君（２年建築科）が第３位でした。

１２ 月 の 主 な 行 事 予 定
５日(金) ２学期期末考査 24日(水) ２学期終業式

～11日（木） 24日(水)
保護者懇談会

15日(月) 答案返却 ～26日（金）
16日(火) 追認考査



平成２６年１２月号 和歌山工業高校定時制

１１月２７日（木）文化祭が開催されま
した。生徒が授業で取り組んだ作品がたく
さん展示されました。また、今年度も「陶
芸工房ぷらゆす」の酒井さんと久野さんを
講師にお迎えして陶芸体験教室が開催されました。生徒たちは“ろくろ”を回して、粘土
を少しずつ思い思いの形にしていきました。最初は上手くいかなかったことも多かったよ
うですが、酒井さんら講師の指導のもと徐々に形になり、なんとか“湯呑み？”に仕上げ
ていきました。年明けの焼き上がりが楽しみです。

１１月２８日（金）第４限、
後期の生徒総会が開催され、前
期総会以降の経過報告がありま
した。その後、役員の選出があ
り、生徒会長には北口広樹君（１
年 D 組）、副会長には坂口佑貴君（１年 A 組）と中土井晃紀君（２年建築科）、書記長に
は池之坊侑弥君（２年建築科）がそれぞれ選出されました。生徒会役員のほとんどが入れ
替わり、どのような活動を見せてくれるでしょうか。今後の奮闘を期待します。

１２月２４日（水）、２学期の終業式が行われました。
終業式に先立って、第６５回和歌山県高等学校定時制通
信制生活体験発表会、第５９回和歌山県高等学校定時制
通信制生徒作品展及び第３３回和歌山県高等学校製図コ
ンクールで入賞した延べ１４名の生徒がそれぞれ表彰さ
れました。

終業式では、中前校長先生から「世界で初めてフルカ
ラープラズマディスプレイを作った開発グループのリー
ダーであった篠田 傳（しのだつたえ、富士通研究所フ
ェロー、現篠田プラズマ会長兼社長）の５つの言葉『１

夢をはぐくむ』、『２ 成功を信じる』、『３ とにかく
やってみる』、『４ 考えて考えて考え抜く』、『５ 決し
てあきらめない』を紹介され、２学期まで頑張ってきた
ことは生徒諸君の自信になっている。“仕事を頑張る”
とか“毎日通学する”など何でもよいから正月に１年間
の目標を１つだけ決めて必ず実践し、挫折しないよう頑
張ってほしい」とのお話がありました。

１ 月 の 主 な 行 事 予 定

８日 (木) ３学期始業式（２・３限授業 ４限LHR）

26日（月） ３・４年生学年末考査時間割発表



平成２７年１月号 和歌山工業高等学校定時制

１月８日（木）、第３学期の始業式が行われました。

中前校長先生から「３学期は締めくくりの学期である。

物事には『節目』があり、本日始業式に出席した諸君

は、“３学期”という節目を迎えている。２学期までを

各自振り返って１０点満点で点数をつけてみてほしい。

仮に１点２点しかなかったとしても、１点２点でもあ

ったとよい方向に考え、よかった点をこれからも伸ば

していってほしい。３学期は進級や卒業を目指して、

一生懸命に頑張ってほしい。」とのお話がありました。

１月２８日（水）、学校評議員会が開催されました。中前校長

の挨拶の後、学校側から今年度の進路状況、生徒指導、授業評価

等々について説明を行いました。そして、出席いただいた３名の

学校評議員の方々から本校の教育活動に対するご感想、ご提言を

いただきました。

２ 月 の 主 な 行 事 予 定

２日（月）
３年４年生学年末考査

８日（日） 危険物取扱者試験

～５日（木） 10日（火） 予餞会（ボウル１２３）

４日（水） 地震・津波避難訓練 17日（火） ３・４年生登校日

（１・２年生） 24日（火） １・２年生学年末考査発表

７日（土） 県定通選手権大会 27日（金） 卒業式予行



平成２７年２月号 和歌山工業高等学校定時制

２月４日（水）、１・２年生を対象に

巨大地震が発生し津波が襲来するとの想

定のもと、本校新館（免震構造）６階へ

避難する訓練が実施されました。生徒た

ちは担任に誘導されながら階段を使って６階多目的ホールまで避難しました。その後、東

日本大震災による巨大津波が住宅や田畑を破壊するＤＶＤを鑑賞し、あらためて津波の恐

ろしさについて学習しました。

２月７日（土）、きのくに青雲高等学校

体育館において県高等学校定時制通信制課

程選手権大会（バドミントン競技）が開催

されました。熱戦の結果、本校の北口広樹

君（１Ｄ）が優勝、吉増凱斗君（１Ｄ）が

準優勝、中土井晃紀君（２年建築）が第３

位となりました。

２月１０日（火）、恒例のボーリング大会で卒業を

祝う予餞会が、和歌山市のＢＯＷＬ１２３において開

催されました。生き生きとした表情で卒業生と在校生

が最後の交流を楽しみました。これで全学年が一堂に

集う学校行事は最後となります。３月２日（月）には、

卒業生は学舎を巣立っていきます。卒業生には、いろ

いろあった高校生活の思い出を大切にしてほしいと思

います。

３ 月 の 主 な 行 事 予 定
２日（月） 卒業式

３日（火）
１・２年生学年末考査

～９日（月）

10日（火） １・２年生答案返却

24日（火） ３学期終業式



平成２７年３月号 和歌山工業高等学校定時制

３月２日（月）、平成２６年度卒業証書授
与式が挙行されました。機械電気科４年４
名、建築科４年２名、機械電気科３年７名、

建築科３年８名の計２１名に、中前校長か
ら卒業証書とお祝いの言葉が贈られました。
また、和歌山県教育委員会様、和歌山県知
事様（メッセージ代読）、尾高教育振興会長

様、岡本育友会長様、西村同窓会副会長様
からそれぞれお祝いの言葉いただきました。

北口広樹君（１年Ｄ組）が張りのある声
で生徒会活動やクラブ活動で一緒に過ごし

た思い出を送辞で読み上げ、西谷 諒君（建
築科３年）が就職という目標を達成した価
値ある卒業をかみしめて答辞を読み上げま
した。最後に、春秋に富む卒業生２１名の

前途に熱いエールを送ります。

３月２４日（火）、３学期終業式が行われました。

在校生表彰の後、中前校長先生から「和歌山市出身
で元プロ野球選手小久保裕紀氏（現侍ジャパン監督）
の座右の銘『一瞬に生きる』を紹介され、春休み中
に自分を見つめ直して将来の夢や目標を設定して、

４月からはその時々に一生懸命頑張って、社会に出
て活躍できる人材になってほしい。」とのお話があり
ました。

４ 月 の 主 な 行 事 予 定
８日（水） 離任式・新任式・始業式
９日（木） 入学式
10日（金） 対面式 身体測定


